












語専攻が設置されている大学は、五〇六大学になる。日本語学習者数は９５３，２８３人で、日本語教育機関は２１１５ヶ所で、日本語教師数は１８，３１２人である。今は「量」よりも「質」をより重要視する段階に入ったと思う。外国語人材の育成 道具型」から「複合型」に転換しており 更に「創造型」 人材を育成する目標が打ち出されている。人材育成モデルの改革、日本語教授法の改革、日本語教材編集の改革、教師発展に関する研修などの課題を抱えている。　
中国の日本研究機関は二つの系統がある。一つは、各大学の附







































































れていない理由表現があることが指摘できる。例としては 「からこそ」や「ため（に） 」など 挙げられ これらの理由表現は、話し手の立場 価値判断、感情などが含まれる表現である。数学科は、論理 過程を示す教科であるため、これらの が使用されないのだと考えられる。以上より、ＪＳＬ生徒には、根拠を示す理由表現「か 」の指導が必要である 数学科の理由 の種類は限られており、他教科の分析が急務で といえる。
（あおき・みずか、創価大学総合学習支援センター助教）
